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【概要】 

私達は音階を感じない身近な楽器であるトライアングルの振動について研究した。叩く角度や長さ

による音の変化を調べ，発生する音に縦波が含まれているのか，またなぜ三角形であるのかを調べた。

その結果トライアングルは角度・長さによって音は変化し，縦波は含まず，１点で吊るされることが合

理的であると分かった。 

 

We researched about the triangle. It is familiar musical instruments, and it hasn’t scale. 

We investigated about changes in sound due to differences in hitting angle and length,  

Presence or absence longitudinal waves in it, and why is it shaped like a triangle? 

As the result, we found there is a change in sound depending on the hitting angle, sound doesn’t 

contain longitudinal waves, and it is reasonable to hang at one point.  

 

【研究動機・目的】 

楽器は個性のある魅力的な音で私たちを音楽

の世界に引き込む。そのなかの 1つであるトライ

アングルは一般的に音階のない楽器として知ら

れている。振動の仕方について研究されている楽

器もあるが，トライアングルについてはまだ研究

されていなかった。 

 だから私たちはトライアングルの発音の仕方

について研究することにした。 

 

【研究の仮説】 

実験１  

トライアングルを何回か叩くと音が変わった

ことから，叩く角度によって発生する音は変化す

ると考えた。 

実験２  

様々な形のトライアングルがあることから，辺

の長さによって発生する音は変化すると考えた。 

実験３  

アルミ棒を叩いた時（実験２）には縦波が含ま

れていると考えた。 

実験４  

トライアングルは直線ではないことから，アル

ミ棒を曲げると発生する音は変化すると考えた。 

 

 

【実験装置】 

・トライアングル（鉄） 

・ビーター（トライアングルを叩く棒） 

・スタンド 

・WaveSpectra（フーリエ解析ソフト） 

・マイク 

・直径６㎜のアルミ棒 

（20㎝，40㎝，60㎝，80㎝，100㎝） 

・松ヤニ 

・やすり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１ トライアングル 図２ 松ヤニ 

図３ アルミ棒 



【実験方法】 

実験１  

１．スタンドにつるしたトライアングルを 

上から叩く。 

２．１と同じ場所をビーターで横から叩く。 

３．WaveSpectraを使って音を比較する。 

 

改善  

実験で出た結果の数値が定まっていなかった。 

叩く角度や強さを一定にする「たたくクン」を

作製する。（図４） 

斜めから（45°）の音も比較する。 

 

実験２ 

１．スタンドにアルミ棒をつるし， 

「たたくクン」で叩く。 

２．WaveSpectraを使って音を比較する。 

 

実験３ 

１．アルミ棒の中心を指で持つ。 

２．松ヤ二をやすりでけずり，それをつけた手

でアルミ棒をこする。 

３．WaveSpectraを使って音を比較する。 

 

実験４ 

１．アルミ棒の２辺のなす角を 150°，120°，    

90°，60°に曲げる。 

２．アルミ棒を２点でつるす。（図５） 

３．WaveSpectraを使って音を比較する。 

 

改善 

なす角 60度のとき音があまり響かなかったた

め，つるし方を変えてみようと思い，１ 点でつ

るして実験した。（図６）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図４ 

「たたくクン」を用いて上から叩くときの様子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図５ ２点でつるすときの様子 

図６ １点でつるすときの様子 



【結果・考察】 

実験１（図７） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

叩く角度によって音に変化があった。 

また，上から，横から，45度の順に音は多く複雑

になっていった。 

こ の グ ラフ で 割合 の高 い 音 (1561.2Hz ～

2885.4Hz)は余韻が長く，この音は固有振動であ

ると考えた。 

 

実験２（図８）     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

20 ㎝のアルミ棒で特に大きい音は 6061.6Hz だ

った。 

よって，聞こえ方に影響する音は 6061.6Hz(ソ

の音)だと考えた。 

他の長さのアルミ棒の音は含まれる音が多く

複雑なので， 

聞こえ方に影響する音を特定することができ

なかった。 

アルミ棒が長くなると含まれる音が多くなり，

音階を感じにくくなると考えた。 

 

実験３（図９) 

 

 

 

 

 

 

図９ 実験結果３ 

 

 

図９ 実験結果３ 

 

 

 

両端を腹とする定常波になっている。 

実験２はこれらの音を含んでいなかった。 

よって，縦波は関係がないと考えた。 

 

実験４（図 11） 

 

 

 

 

最も余韻が長い音に注目し，その音が最大値

から 0.1倍になるまでの時間を余韻の長さとし

た。 

２点でつるしたときの余韻の長さの全角度の 

平均 0.42秒 

１点でつるしたときの余韻の長さの全角度の 
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①…最も大きい音 

②…２番目に大きい音 

（割合）＝（１秒後に残っている音の大きさ）÷（発生した音の最大値） 

図７ 実験結果１ 

 

図８ 実験結果２ 

図 10 アルミ棒の基本振動 

図 11 実験結果４ 



平均 1.94秒 

よって，１点でつるしたときは２点でつるし

たときより余韻が長かった。 

また，角度による余韻の長さの違いは見られ

なかった。 

トライアングルは１点でつるしているので，

合理的なつるし方であると考えた。 

鉄琴は２点で支えているが，２点で支えて音

を響かせるためには支える位置を計算する必要

がある。 

 

【まとめ】 

私達は音階を感じない身近な楽器であるトラ

イアングルの振動について研究した。叩く角度

や長さによる音の変化を調べ，発生する音に縦

波が含まれているのか，また，なぜ三角形であ

るのかを調べた。その結果，トライアングルは

角度・長さによって音は変化し，縦波は含ま

ず，１点でつるされることが合理的であると分

かった。 
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